
第 ５ ９ 回 川 崎 港 港 湾 審 議 会 議 事 録 

 

 

１ 開 催 日 時  令和５年１０月２０日（金）１１時１５分 

 

 

２ 開 催 場 所  川崎市役所本庁舎 ２階 研修・大会議室 

 

 

３ 出 席 委 員  別紙出席者名簿のとおり 

 

 

４ 議 題 

諮問第８４号「川崎市港湾環境整備負担金の負担対象工事の指定について」 

 

 

５ 公開・非公開の別  公開 

 

 

６ 傍 聴 人 数  ４人 

 

 

７ 議 事 要 旨 

（１）開 会 

 

（２）港湾局長挨拶 

 

（３）会長・副会長の選任 

 

（４）最近の川崎港の動向 

  ア 市からの内容説明 

    最近の川崎港の動向について説明。 

   

イ 質疑応答 

    特になし 

 

（５）審議 諮問第８４号「川崎市港湾環境整備負担金の負担対象工事の指定について」 

ア 市からの内容説明 

    川崎市港湾環境整備負担金の負担対象工事の指定は、港湾法第４３条の５の規定に基づき

定められた川崎市港湾環境整備負担金条例第２条第１項及び第１１条第１項の規定により、

川崎港港湾審議会の意見を求めるものであり、令和４年度の負担対象工事の指定について諮

問するものである。 

 

  イ 質疑応答 



   （林委員） 

    港湾環境整備負担金制度を導入している他の港は。また、１万平方メートル以上などの制

度の要件について、他の港ではどのようなものか。 

   （事務局） 

    負担金制度は、川崎港のほかに、東京港、横浜港、名古屋港、大阪港、神戸港、北九州港が

導入している。要件は法律に規定があり、それに基づいて徴収している。 

   （中尾会長） 

    六大港のみの規定となっており、モデル条例があるのでほとんどの港が川崎港と同様の条

例を持っている。他港における負担金の㎡単価はどのようになっているのか。 

   （事務局） 

    令和３年度における負担金の㎡単価は、東京港９．３円、神戸港７．１円、大阪港４．９円、

名古屋港３．８円となっており、他港における負担金の㎡単価は川崎港より高い傾向があ

る。 

   （中尾会長） 

    川崎港は近年、港湾緑地維持工事と漂流物除去のための工事のみであり、港湾緑地建設工

事をここ数年実施していないため、他港における負担金の㎡単価が高いものだと思われる。 

   （事務局） 

    川崎港と北九州港における負担金の㎡単価はやや低く、それ以外の港は港湾緑地建設工事

を実施している港が多く、負担金の㎡単価は川崎港より高い。 

    臨港道路東扇島水江町線の開通に合わせて、緑地の整備を予定しているため、その場合、

今より多く負担いただく必要があると考えている。 

   （岩山委員） 

    港湾緑地維持工事におけるスキップウォークの大規模修繕により、今年度の負担単価が前

年度より高くなっている。工事写真も掲載されており、工事内容や負担単価が高くなる理

由は理解したが、今後の傾向として、大規模修繕は継続的に出てくるのか、それとも、一過

性のものなのか、教えてほしい。 

（事務局） 

現時点で、大規模修繕をする予定は当面はない。今回、スキップウォーク通行部改良工事費

が増大した要因は、劣化部分をこまめに補修するというのも一つの補修方法ではあるが、ス

ケールメリットにより、工事金額の合計を抑制するため、全体的に補修したためである。 

   （岩山委員） 

    こういった内容は各事業場には重要なことなのでしっかり説明してほしい。 

   （事務局） 

    承知した。 

 

  ウ 審議結果 

    諮問第８４号は、「原案のとおり適当である。」と答申することが了承された。 

 

（６）その他（報告） 

  ア 川崎港長期構想の改訂について 

（ア） 市から内容説明 

川崎港長期構想について説明。 

 

（イ） 質疑応答 

特になし 



 

イ 川崎港港湾脱炭素化推進計画（カーボンニュートラルポート形成計画）の策定について 

（ア） 市から内容説明 

      川崎港港湾脱炭素化推進計画（カーボンニュートラルポート形成計画）について説明。 

 

（イ） 質疑応答 

特になし 

 

（５）閉 会 

 




